
南関防衛 
平成２６年 

冬号 

南関東防衛局 

平成２６年冬号 年４回発行 第２号 

神奈川･山梨･静岡３県の防衛広報紙 

山中湖より北富士演習場を臨む 

   ---特集--- 
      災害派遣、地域の安全確保のために 
   在日米軍施設・区域の返還 
   航空機事故への対応 



災
害
派
遣 

―

地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
に―

 

 

昨
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
26
号
の
豪
雨
に
よ
る
伊
豆
大
島
の
土
石

流
災
害
で
、
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
は
約
１
１
０
０
人
に
よ
る
統
合
任
務

部
隊
を
編
成
し
、
不
明
者
の
捜
索
・
救
出
活
動
や
二
次
災
害
に
備
え
た

安
全
確
保
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

神
奈
川
県
上
空
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
航
空
自
衛

隊
の
輸
送
機
が
活
動
に
必
要
と
な
る
人
員
や
物
資
、
装
備
品
の
輸
送
の

た
め
昼
夜
飛
行
し
、
騒
音
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。 

 

今
号
で
は
、
地
域
で
大
規
模
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
の
自
衛
隊

に
よ
る
災
害
派
遣
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 
 特集 
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
記
憶
は
ま
だ
生
々
し
く
私
た

ち
の
心
に
刻
み
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自

衛
隊
は
こ
の
未
曾
有
の
大
災
害
を
受
け
、

最
大
時
で
は
10
万
人
を
超
え
る
隊
員
が
事

態
の
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

 

自
衛
隊
は
自
然
災
害
を
は
じ
め
と
す
る

災
害
の
発
生
時
に
は
、
地
方
公
共
団
体
な

ど
と
連
携
し
、
災
害
派
遣
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
内
容
は
季
節
や
気
象

に
よ
っ
て
様
々
で
、
た
と
え
ば
、
春
期
に

は
登
山
や
山
菜
採
り
に
出
か
け
て
遭
難
し

て
し
ま
っ
た
方
の
捜
索
活
動
な
ど
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
梅
雨
期
・
台
風
期
に
は
、
豪
雨

に
よ
る
水
害
な
ど
が
発
生
し
や
す
く
、
予

防
的
な
水
防
、
避
難
支
援
な
ど
の
活
動
や

発
災
後
の
救
援
活
動
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
冬
季
に
は
、
毎
年
雪
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
、
自
衛
隊
で
は
、
暴
風
雪
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
方
の
救
助
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。  

 

さ
ら
に
、
突
発
的
に
発
生
す
る
地
震
・

津
波
で
は
瓦
礫
に
埋
も
れ
た
方
の
救
助
や

不
明
者
の
捜
索
な
ど
を
行
い
、
山
火
事
発

生
の
際
に
は
消
火
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
離
島
地
域
に
お
け
る
急
病
患
者
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
輸
も
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
、
自
衛
隊
が
実
施
し
た
災
害

派
遣
件
数
は
５
２
０
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。 

雲仙・普賢岳噴火（1991年） 

阪神・淡路大震災（1995年） 

三宅島火山噴火（2000年） 

新潟県中越地震（2004年） 

東日本大震災（2011年） 

宮崎県での口蹄疫（2010年） 

区分 件数 人員 

12,410 

車両 航空機 艦艇 

風水害 
地震等 

急患 
輸送 

捜索 
救助 

消火 
支援 

その他 

合 計 520 

6 

410 

26 

62 

16 

5,515 

2,115 

3,072 

989 

719 

災害派遣の実績（平成24年度） 

1,347 

10 

470 

99 

719 

2,068 

35 

446 

100 

62 

41 

684 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

（注：人員、車両、航空機の数はのべ数） 

 

災
害
派
遣
活
動
を
行
う
の
は
施
設
部
隊
な

ど
を
有
す
る
陸
上
自
衛
隊
が
主
体
と
な
り
ま

す
。
全
国
１
５
８
の
駐
（
分
）
屯
地
を
基
盤

と
し
て
、
初
動
対
処
態
勢
を
維
持
し
て
お
り
、

初
動
対
処
部
隊
が
災
害
派
遣
命
令
受
領
後
、

１
時
間
を
基
準
に
出
動
で
き
る
態
勢
で
待
機

し
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
武
山
駐

屯
地
に
駐
屯
す
る
第
31
普
通
科
連
隊
の
場
合
、

川
崎
市
、
横
浜
市
、
三
浦
半
島
の
県
東
部
を

担
任
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
隊
区
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
隊
区
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
、
災
害
派
遣
命
令
が
発
令
さ
れ
れ
ば
１

時
間
以
内
に
初
動
対
処
部
隊(

FA
ST 

FO
RC
E)

が
現
地
に
出
発
す
る
態
勢
を
24
時
間
３
６
５

日
維
持
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
先
遣
隊
に
続

き
迅
速
に
第
31
連
隊
の
主
力
部
隊
が
現
地
に

向
か
い
ま
す
。 

 

陸
上
自
衛
隊
の
態
勢 

 

 

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動 
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図１：南関東防衛局管区（神奈川・山梨・静岡）内の災害派遣担任部隊 

① 神奈川県東部 
      第３１普通科連隊（武山駐屯地） 

③ 神奈川県西部 
  第１高射特科大隊（駒門駐屯地） 

④ 山梨県 
     第１特科隊（北富士駐屯地） 

⑤ 静岡県東部 
   第１戦車大隊（駒門駐屯地） 

⑥ 静岡県中央部 
  第３４普通科連隊（板妻駐屯地） 

武山 

座間 

駒門 

板妻 

北富士 

図２：大規模災害時の増援部隊の対応 

 

神
奈
川
県
、
山
梨
県
、
静
岡
県
に
お
け
る
隊
区
と

担
任
部
隊
に
つ
い
て
は
図
１
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。 

 

ま
た
、
図
２
に
あ
る
と
お
り
、
例
え
ば
首
都
圏
直

下
型
地
震
の
よ
う
な
広
域
に
わ
た
り
甚
大
な
被
害
が

発
生
す
る
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、
中
部
、
関

西
エ
リ
ア
の
陸
上
自
衛
隊
部
隊
が
第
１
次
増
援
部
隊

と
し
て
駆
け
つ
け
る
態
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
（
状
況

に
よ
っ
て
は
北
関
東
や
東
北
の
部
隊
が
第
１
次
増
援

部
隊
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
。 

  
 

陸上自衛隊の保有する人命救助セットの一部を公開 
（撮影協力：陸上自衛隊第３１普通科連隊） 
手前より、スプレッダー（瓦礫の狭い隙間に空間を
作る機械）、チェーンソー、カッター（油圧式と電
動式）、スコープ（中間にある長い棒状の映像伝達
装置で、瓦礫の隙間に差し込み被害者を捜索する） 

 

全
国
の
陸
上
自
衛
隊
の
初
動
対
処
部
隊
は
地
震
や

地
崩
れ
な
ど
で
崩
壊
し
た
家
屋
な
ど
か
ら
被
害
者
を

救
出
す
る
た
め
の
人
命
救
助
セ
ッ
ト
を
保
有
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
施
設
部
隊
は
発
生
し
た
瓦
礫
の
除
去

や
道
路
の
整
備
の
た
め
の
ド
ー
ザ
ー
や
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
な
ど
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
、

様
々
な
被
害
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
装
備
を
保

有
し
て
お
り
、
必
要
な
場
合
は
海
上
自
衛
隊
の
艦
艇

や
航
空
自
衛
隊
の
航
空
機
で
こ
れ
ら
の
装
備
を
輸
送

し
ま
す
。 

  
 

第１次 

 第３師団  
（兵庫） 

第１０師団 
（愛知） 

第４施設団 
（京都） 

第２次 

第４師団 
（福岡） 

第８師団 
（熊本） 

第１３旅団 
（広島） 

第１４旅団 
（香川） 

第５施設団 
（福岡） 

② 神奈川県中部 
    第４施設群（座間駐屯地） 

※増援部隊の担任地域は災害発生時の状況により指定されます 

 

災
害
に
対
処
す
る
自
衛
隊
の
装
備
品 
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在
日
米
軍
施
設
・
区
域
の
返
還 

 
日
本
と
米
国
と
の
間
で
は
必
要
の
な
く
な
っ
た
米
軍
施
設
・

区
域
は
日
本
に
返
還
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
日
米
地
位

協
定
第
２
条
第
３
項
）
。 

 

今
般
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
に
あ
る
吾
妻
倉
庫
地
区
の
一
部

が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
相
模
原
市
の
相
模
総
合
補
給
廠

の
一
部
返
還
が
、
日
米
間
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
返

還
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

特集 

 

平
成
25
年
10
月
17
日
、
相
模
総
合
補
給

廠
の
一
部
土
地
及
び
工
作
物
（
一
部
土
地 

：
約
８
９
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
工
作

物
：
フ
ェ
ン
ス
、
排
水
設
備
等
）
を
返
還

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
日
米
合
同
委
員
会

で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
件
は
、
相
模
原
市
が
、
相
模
総
合
補

給
廠
北
側
に
隣
接
す
る
宮
下
地
区
及
び
上

矢
部
地
区
内
道
路
が
部
分
的
に
狭
隘
で
あ

り
両
地
区
を
結
ぶ
幹
線
道
路
が
な
い
こ
と

か
ら
、
両
地
区
内
道
路
の
混
雑
解
消
、
地

域
住
民
の
利
便
性
の
確
保
、
災
害
時
に
お

け
る
緊
急
車
両
の
通
行
路
確
保
等
の
観
点

か
ら
市
道
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
返
還

を
要
望
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
般
、
返
還

に
伴
い
必
要
と
な
る
米
側
施
設
の
移
設
等

を
行
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
返
還
合
意
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

 

今
後
、
相
模
原
市
に
よ
る
米
軍
施
設
の

移
設
整
備
工
事
（
フ
ェ
ン
ス
、
排
水
設
備

等
）
が
完
了
し
た
後
、
返
還
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

相
模
総
合
補
給
廠
の
一
部
返
還
の
合
意 

 

 

平
成
25
年
10
月
11
日
、
吾
妻
倉
庫
地
区

の
一
部
土
地
及
び
工
作
物
（
土
地
：
約
１

３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
工
作
物
：
軌

道
及
び
雑
工
作
物
）
の
返
還
が
実
現
し
ま

し
た
。 

 

本
件
は
、
地
元
横
須
賀
市
か
ら
、
市
道

長
浦
臨
港
線
と
し
て
共
同
使
用
し
て
い
る

土
地
を
含
め
て
返
還
要
望
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
25
年
８
月
20
日
、
米
側

か
ら
、
通
行
ゲ
ー
ト
か
ら
の
大
型
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
を
含
む
合
衆
国
政
府
の
職
員
及

び
車
両
の
通
行
権
の
確
保
を
条
件
と
し
て
、

吾
妻
倉
庫
地
区
の
一
部
土
地
及
び
工
作
物

を
返
還
す
る
旨
の
予
告
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
横
須
賀
市
等
に
意
見
照
会
を
行

い
、
平
成
25
年
９
月
19
日
、
日
米
合
同
委

員
会
に
お
い
て
合
意
さ
れ
て
い
た
も
の
で

す
。 

 

な
お
、
横
須
賀
市
に
お
け
る
米
軍
施
設 

・
区
域
の
返
還
は
、
平
成
元
年
に
同
地
区

の
一
部
土
地
等
が
返
還
さ
れ
て
以
来
の
こ

と
で
す
。 

 

吾
妻
倉
庫
地
区
の
一
部
返
還 

 

相模総合補給廠：道路沿い部分が返還区域 吾妻倉庫地区：道路部分が返還区域 

(写真左)小池相模原市副市長に
返還の合意の通知を行う深澤企
画部長 

丸井局長と吉田市長 
（写真入手中） 

土 地：約１３,０００㎡ 
工作物：軌道及び雑工作物 

土 地：約８,９００㎡ 
工作物：フェンス、排水設備等 

（写真左）横須賀市吉田市長に対し
日米合同委員会による返還合意の
通知を行う丸井南関東防衛局長 
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特集 

航
空
機
事
故
へ
の
対
応 

―

訓
練
等
の
取
り
組
み―

 

 
昨
年
12
月
、
神
奈
川
県
三
浦
市
に
米
海
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
不
時
着
し
ま
し
た
。
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
航
空
機
事
故
で
す

が
、
万
一
米
軍
航
空
機
の
墜
落
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。
南
関
東
防
衛
局
や

関
係
機
関
の
訓
練
等
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

平
成
16
年
８
月
、
沖
縄
国
際
大
学
に
米

軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
墜
落
し
ま
し
た
。

こ
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
日
米
両
政
府

が
事
故
発
生
時
の
初
動
対
応
で
協
力
し
て

対
処
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
11
月
５
日
、
神
奈
川
県
下
で
は
初

め
て
と
な
る
こ
の
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
く
実
動
訓
練
が
米
海
軍
厚
木
航
空
施

設
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
米
軍
が
使
用
し
て
い
る

施
設
・
区
域
外
で
米
軍
航
空
機
の
墜
落
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
、
日
米
関
係
機
関

連
携
の
下
、
迅
速
か
つ
的
確
な
初
動
対
応

を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、

消
火
、
救
命
活
動
の
連
携
の
ほ
か
、
事
故

現
場
に
内
周
、
外
周
の
二
重
の
規
制
線
を

設
定
し
、
事
故
対
応
に
当
た
る
こ
と
を
確

認
す
る
も
の
で
し
た
。 

 
訓
練
に
は
、
神
奈
川
県
警
察
の
ほ
か
、

米
海
軍
、
地
元
自
治
体
及
び
消
防
関
係
者
、

防
衛
省
、
医
療
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
関
が
連
携
し
て
対
処
し
、
情
報

共
有
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
動
訓
練 

 

 

昨
年
11
月
８
日
、
横
浜
市
中
区
の
第
２

合
同
庁
舎
に
お
い
て
第
27
回
航
空
事
故
等

連
絡
協
議
会
年
次
総
会
が
開
催
さ
れ
、
18

機
関
か
ら
約
70
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

南
関
東
防
衛
局
長
谷
川
管
理
部
長
の
挨

拶
の
後
、
同
局
用
貝
業
務
課
長
か
ら
平
成

９
年
に
日
米
合
同
委
員
会
で
合
意
さ
れ
た

事
故
等
発
生
時
の
連
絡
通
報
に
つ
い
て
、

通
報
ル
ー
ト
や
通
報
対
象
及
び
通
報
内
容

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

次
に
、
米
海
軍
厚
木
航
空
施
設
運
用
統

括
部
長
の
マ
シ
ュ
ー
・
リ
ガ
ン
少
佐
か
ら

「
航
空
の
安
全
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
リ
ガ
ン
少
佐
は
、

「
11
月
５
日
に
実
施
さ
れ
た
日
米
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
く
実
動
訓
練
に
つ
い
て
、

日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
が
協
力
し
、

事
故
発
生
時
に
何
を
す
べ
き
か
、
と
い
う

役
割
を
確
認
で
き
た
。
有
意
義
な
訓
練
で

あ
っ
た
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

航
空
事
故
等
連
絡
協
議
会 

 

年次総会の様子 

消火活動をする消防隊 

車両に閉じ込められた人の救助活動 

挨拶する南関東防衛局長谷川管理部長 

講演する米海軍リガン少佐（右側） 



トピック 

大
臣
感
謝
状
の
贈
呈 

 
昨
年
10
月
26
日
、
防
衛
省
本
省
に
て

平
成
25
年
度
防
衛
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
防
衛
協
力

功
労
や
自
衛
官
募
集
等
で
功
績
の
あ
っ

た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は

65
名
の
個
人
、
69
団
体
に
小
野
寺
防
衛

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

当
局
関
係
で
は
次
の
２
名
の
方
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

６ 南関東防衛局広報紙「南関防衛」 平成２６年冬号 

高
村
不
二
義
山
中
湖
村
旧
三
村
入 

会
組
合
連
合
会
長 

 

高
村
会
長
は
、
山
中
湖
村
議
会
議
長

と
し
て
地
方
自
治
に
尽
力
す
る
と
と
も

に
、
昭
和
55
年
に
現
職
に
就
任
し
て
以

来
長
年
に
わ
た
っ
て
卓
越
し
た
手
腕
を

発
揮
し
、
北
富
士
演
習
場
の
安
定
的
な

使
用
及
び
民
生
安
定
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
功
績
に
対
し
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

笠
間
城
治
郎
綾
瀬
市
長 

 

笠
間
市
長
は
平
成
16
年
よ
り
３
期
連

続
で
綾
瀬
市
長
に
当
選
し
、
厚
木
基
地

に
係
る
諸
問
題
の
解
決
に
多
大
な
努
力

を
払
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
笠
間
市
長
の
抱
負
な
経
験
と
卓
越
し

た
指
導
力
・
行
動
力
に
よ
り
基
地
の
安

定
的
な
使
用
が
図
ら
れ
て
き
た
功
績
に

対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

小野寺大臣と高村氏（上） 
笠間氏（下） 

岩
国
移
駐
に
関
す
る
協
議
会 

 

昨
年
11
月
１
日
、
「
厚
木
飛
行
場
か

ら
の
空
母
艦
載
機
の
移
駐
等
に
関
す
る

協
議
会
（
第
２
回
）
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

当
協
議
会
は
、
「
再
編
の
実
施
の
た

め
の
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
記
載
さ

れ
た
厚
木
飛
行
場
か
ら
岩
国
飛
行
場
へ

の
空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
関
し
、
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
進
捗
状
況
等
に

つ
い
て
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
た
め
設

置
さ
れ
た
も
の
で
、
南
関
東
防
衛
局
長
、

神
奈
川
県
副
知
事
及
び
厚
木
飛
行
場
周

辺
９
市
の
副
市
長
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

当
日
は
、
10
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た

日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
に
お
け
る

協
議
内
容
、
厚
木
飛
行
場
か
ら
岩
国
飛

行
場
へ
の
空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
係
る

進
捗
状
況
、
厚
木
飛
行
場
周
辺
住
民
及

び
自
治
体
の
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て

国
側
か
ら
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
局
と
し
て
は
、
厚
木
飛
行
場
の
空

母
艦
載
機
に
よ
る
航
空
機
騒
音
は
、
周

辺
住
民
の
方
々
に
と
っ
て
大
変
深
刻
な

問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き

続
き
、
周
辺
住
民
の
方
々
の
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
関
し
、
適
切
に

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

(右)挨拶す
る丸井南関
東防衛局長 
 
(下)協議会
の様子 

駐
留
軍
従
業
者
永
年
勤
続
表
彰 

 

昨
年
10
月
18
日
、
横
須
賀
市
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
横
須
賀
地
区

の
平
成
25
年
度
在
日
米
軍
従
業
員
永
年

勤
続
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
表
彰
式
は
、
永
年
に
わ
た
り
在

日
米
軍
基
地
に
勤
務
し
て
き
た
従
業
員

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
併
せ
て
労
働
意
欲

及
び
作
業
能
率
の
向
上
を
図
る
た
め
日

米
の
共
催
に
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
本
年
度
は
、
10
年
表
彰

１
５
７
名
、
20
年
表
彰
２
４
４
名
、
30

年
表
彰
１
０
５
名
、
40
年
表
彰
３
名
の

計
５
０
９
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
丸

井
南
関
東
防
衛
局
長
と
フ
ァ
ー
ラ
ー
在

日
米
海
軍
司
令
部
副
司
令
官
兼
参
謀
長

の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
両

名
か
ら
代
表
者
７
名
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来

賓
紹
介
、
沼
田
芳
明
横
須
賀
市
副
市
長

の
祝
辞
、
祝
電
披
露
と
続
き
、
最
後
に

勤
続
40
年
を
迎
え
ら
れ
た
横
須
賀
海
軍

施
設
勤
務
の
従
業
員
が
受
賞
者
を
代
表

し
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

南
関
東
防
衛
局
管
内
で
は
、
こ
の
ほ

か
10
月
11
日
に
富
士
地
区
で
、
10
月
23

日
に
座
間
地
区
で
在
日
米
軍
従
業
員
永

年
勤
続
者
表
彰
式
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

横須賀地区表彰式 

在
日
米
陸
軍 

基
地
管
理
本
部
司
令
官
就
任
式 

 

昨
年
11
月
26
日
、
在
日
米
陸
軍
キ
ャ

ン
プ
座
間
で
在
日
陸
軍
基
地
管
理
本
部

司
令
官
の
就
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

第
６
代
司
令
官
に
就
任
し
た
の
は

ジ
ョ
イ
・
カ
レ
ラ
陸
軍
大
佐
で
す
。
カ

レ
ラ
大
佐
は
米
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業

後
、
１
９
９
０
年
か
ら
米
陸
軍
で
勤
務

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
ペ
ン
タ
ゴ

ン
の
陸
軍
省
で
勤
務
し
た
ほ
か
、
ド
イ

ツ
、
韓
国
な
ど
海
外
で
も
活
躍
し
て
き

ま
し
た
。 

 

在
日
米
陸
軍
基
地
管
理
本
部
は
本
州

と
沖
縄
に
あ
る
16
の
施
設
の
管
理
業
務

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
在
日
米
陸
軍
職
員

の
福
利
厚
生
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

就任式で挨拶するカレラ司令官 

ジョイ・カレラ大佐 
（基地管理本部ＨＰより） 



紹 介 

第３１普通科連隊長（横須賀市武山駐屯地）根本博之１等陸佐 

■特集インタビュー 

根本博之 (ねもと ひろゆき） 

－昭和37年生まれ 
 
－出身：千葉県柏市 
 
－防衛大大学校卒（２９期） 
 
－第39普通科連隊中隊長（弘前） 
 東北方面総監部防衛部総括班長 
 （仙台）、統合幕僚学校教官（目黒） 
 などを歴任 
 
－平成24年８月より現職 
 

Ｑ 

そ
れ
で
は
災
害
派
遣
の
要
請
が

あ
っ
た
場
合
、
ど
う
い
っ
た
対
応
と

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

Ａ 

当
連
隊
で
は
川
崎
市
、
横
浜
市

と
三
浦
半
島
エ
リ
ア
を
担
任
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
隊
区
と
い
い
ま
す
。

隊
区
内
で
災
害
派
遣
要
請
が
あ
っ
た

場
合
、
発
令
か
ら
１
時
間
以
内
に
約

10
名
の
先
遣
隊
が
出
発
す
る
態
勢
を 

と
っ
て
い
ま
す
。
先
遣
隊
は
喫
緊
に

必
要
な
措
置
を
行
い
、
追
っ
て
常
備

自
衛
官
に
よ
る
主
力
部
隊
が
現
地
で

活
動
を
行
い
ま
す
。 

 

当
連
隊
は
隊
区
を
持
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
地
域
と
の
関
わ
り
が
深
く
、

最
近
で
は
11
月
１
日
に
六
機
関
合
同

震
災
対
策
図
上
訓
練
（
神
奈
川
県
、

横
浜
市
、
川
崎
市
、
神
奈
川
県
警
、

第
３
管
区
海
上
保
安
本
部
）
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

Ｑ 

昨
年
８
月
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

簡
単
に
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。 

Ａ 

出
身
は
千
葉
県
で
、
防
衛
大
学

校
を
卒
業
し
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
し

ま
し
た
。
初
級
幹
部
時
代
は
最
初
に

北
海
道
の
美
幌
で
勤
務
し
、
そ
の
後
、

青
森
、
宮
城
と
南
下
し
て(

笑)

、
昨

年
目
黒
の
統
幕
学
校
か
ら
武
山
に
赴

任
し
ま
し
た
。 

 

南 

関 

東 

防 

衛 

局 

 

今
回
は
、
神
奈
川
県
東
部
を
隊
区
に
も
つ
第
31
普
通
科
連
隊
長

の
根
本
博
之
１
等
陸
佐
に
災
害
派
遣
の
話
や
部
隊
と
地
域
と
の
関

わ
り
に
な
ど
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
（
平
成
25
年
11
月
20
日
）
。 

Ｑ 

第
31
普
通
科
連
隊
の
特
徴
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。 

Ａ 

通
常
普
通
科
連
隊
と
い
う
の
は

７
個
中
隊
、
約
１
０
０
０
人
の
人
員

か
ら
な
り
ま
す
。
第
31
普
通
科
連
隊

は
そ
の
う
ち
約
８
０
０
人
が
即
応
予 

Ｑ 
業
務
以
外
で
は
ど
う
い
っ
た
地

域
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
か
。 

Ａ 

当
連
隊
は
平
成
14
年
に
朝
霞
駐

屯
地
よ
り
武
山
に
移
駐
し
ま
し
た
。

そ
の
時
結
成
さ
れ
た
の
が
武
山
自
衛

太
鼓
で
す
。
朝
霞
で
太
鼓
を
叩
い
て

い
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
結

成
さ
れ
、
現
在
12
人
ほ
ど
の
隊
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。
町
の
祭
り
や
在

日
米
軍
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
活
躍
し
て

い
ま
す
。 

Ｑ 

武
山
で
の
暮
ら
し
は
い
か
が
で

す
か
。 

Ａ 

三
浦
半
島
の
海
岸
線
か
ら
の
景

色
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
天
気
の
良

い
日
は
富
士
山
を
眺
め
つ
つ
武
山
か

ら
葉
山
の
御
用
邸
ま
で
往
復
15
キ
ロ

程
の
距
離
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
ま

す
。 

人物ｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟ 

備
自
衛
官
で
、
年
に
30
日
ほ
ど
の
訓

練
を
受
け
つ
つ
、
普
段
は
社
会
人
な

ど
と
し
て
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。 

７ 南関東防衛局広報紙「南関防衛」 平成２６年冬号 

武山自衛太鼓（日本武道館）本年11月15日 

 

昨
年
９
月
に
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
南

関
東
防
衛
局
の
広
報
紙
「
南
関
防
衛
」
で
す

が
、
当
局
の
業
務
や
組
織
な
ど
を
よ
り
分
か

り
易
く
紹
介
す
る
た
め
に
こ
の
度
当
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま

し
た
。 

 

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に

レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン
で
す
。

多
岐
に
渡
る
当
局
の
業
務
に
関
す
る
情
報
を

一
目
で
分
か
る
よ
う
整
理
し
ま
し
た
。
調
達

情
報
、
住
宅
防
音
工
事
や
損
害
賠
償
の
手
続

き
な
ど
も
当
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

当
紙
「
南
関
防
衛
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も

こ
こ
か
ら
閲
覧
可
能
で
す
。 

 

ま
た
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
管
内
の
美
し

い
風
景
を
Ｓ
Ｋ
Ｄ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
紹

介
し
ま
す
。
関
連
す
る
機
関
へ
の
リ
ン
ク
も

抱
負
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

是
非
一
度
当
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
お
越

し
下
さ
い
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
次
頁
）
。 

 
 

http://www.mod.go.jp/rdb/s-kanto/ 
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南関東防衛局 

ルーキー紹介 

10
月
1
日
付
け
で
当
局
に
採
用
さ
れ

た
期
待
の
ル
ー
キ
ー
に
職
場
の
雰
囲

気
や
こ
れ
か
ら
防
衛
省
を
目
指
す
方

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
き
ま
し
た
。 

現
在
の
所
属
と
仕
事
内
容
は
？ 

 

石
山 

企
画
部
住
宅
防
音
第
一
課
企
画
室

企
画
２
係
で
す
。
内
容
は
、
住
宅
防
音
工

事
を
実
施
す
る
た
め
の
仕
様
書
の
作
成
と

統
一
的
な
運
用
の
た
め
の
課
内
で
の
調
整

や
住
民
、
設
計
事
務
所
、
施
工
会
社
等
か

ら
の
問
合
せ
へ
の
対
応
な
ど
で
す
。 

大
島 

管
理
部
施
設
管
理
課
提
供
管
理
第

四
係
で
す
。
仕
事
内 

容
は
、
米
軍
の
用
に 

供
す
る
財
産
の
米
軍 

へ
の
引
渡
、
管
理
、 

処
分
や
権
利
者
へ
の 

返
還
な
ど
で
す 

。 

 

石
山 

堅
苦
し
く
規
律
の
厳
し
い
職
場
だ
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
か
と
不
安
で
し
た
が
、
実

際
に
は
意
外
に
も
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
る
雰
囲
気
で
安
心
し
ま
し
た
。 

大
島 

良
好
だ
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

オ
ー
プ
ン
に
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
し
、
相

手
方
を
し
っ
か
り
と
尊
重
し
て
い
る
印
象
を

受
け
ま
す
。
あ
ま
り
張
り
詰
め
す
ぎ
ず
、
和

や
か
な
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。 

南
関
東
防
衛
局 

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

お問い合わせ：０４５－２１１－７１０２ 

『第２２回防衛問題セミナー開催』 

日  時：平成２６年３月４日（火）開場17:30 開演18:00 

場  所：横須賀芸術劇場（ヨコスカ ベイサイド ポケット） 
アクセス：京浜急行「汐入駅」下車 徒歩１分 

申込方法：聴講を希望される方は、防衛問題セミナーのチラシの裏面用紙又は南関東防衛局のホームページか

ら参加申込用紙を入手し、FAX、E-mail又は郵送でお申し込み下さい。定員に達し、入場できない
場合のみご連絡いたします。 

入場無料 

先着500名 
事前予約制 

※ 講師は変更になる場合もあります。 

※ 

お問い合わせ：南関東防衛局 企画部地方調整課 045-211-7102 

今
の
仕
事
に
就
い 

て
み
て
、
ど
う
で 

す
か
？ 

 

石
山 

規
則
が
多
い 

た
め
、
覚
え
る
こ
と 

も
た
く
さ
ん
あ
り
、 

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ 

と
が
多
い
で
す
。
そ 

れ
だ
け
に
自
分
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
仕

事
で
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
楽
し
み
な
が

ら
仕
事
を
し
て
行
き
た
い
で
す
。 

大
島 

業
務
が
幅
広
く
、
内
容
も
様
々
で

す
。
色
々
な
こ
と
を
経
験
し
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自

分
の
携
わ
る
仕
事
の
位
置
づ
け
が
組
織
の

中
で
ど
こ
に
あ
る
の
か
常
に
考
え
る
こ
と

の
重
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

『横須賀音楽隊定期演奏会』 

イベント情報 

(左から、大島正裕、石山真理恵) 

防
衛
省
を
目
指
す
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

石
山 

実
際
に
働
い
て
み
る
と
、
い
い
意
味

で
想
像
を
裏
切
ら
れ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
る
方

が
い
れ
ば
、
ま
ず
は
説
明
会
か
ら
で
も
い
い

の
で
来
て
み
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
る
と
思
い

ま
す
。 

大
島 

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
仕
事
に
取
り
組
ん
だ

り
、
様
々
な
経
験
を
通
し
て
人
間
と
し
て
大
き
く

成
長
で
き
る
環
境
が
防
衛
省
に
は
そ
ろ
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
好
奇

心
旺
盛
な
方
に
は
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

防
衛
省
を
志
望
し
た
理
由
は
？ 

  
 

 
 

 
 

 
 

石
山 

国
際
関
係
や
安 

 
 

 
 

 
 

 
 

全
保
障
に
興
味
が
あ
り
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
一
端
に
携
わ
れ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仕
事
を
し
た
い
と
思
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

志
望
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
島 

２
０
０
１
年
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ 

 
 

 
 

 
 

 
 

ロ
に
衝
撃
を
受
け
、
国 

 
 

 
 

 
 

 
 

家
安
全
保
障
に
対
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

意
識
を
も
つ
よ
う
に
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
、
い
つ
か
実
務
者
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
て
携
わ
っ
て
み
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
い
う
思
い
を
持
つ
よ 
 

 
 

 
 

 
 

 

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
思
い
が
今
回
実
現
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

近
づ
い
た
形
で
す 

採
用
か
ら
約
２
ヶ
月
で
す
が
、
職
場
の
雰 

囲
気
は
ど
う
で
す
か
？ 

入場無料 
（往復はがきによる事前応募制 

〆切２月７日（金）） 日  時：平成２６年２月２８日（金）開演19:00 

場  所：横浜みなとみらいホール 
応募要領：横須賀地方隊HPで公開中 http:/www.mod.go.jp/msdf/yokosuka/ 
お問い合わせ：横須賀地方総監部 広報係 046-822-3500 内線2208 

➀ 新たな防衛計画の大綱        防衛省防衛政策局 防衛政策課長  芹 澤  清 

 ② 東アジア情勢と日本の防衛政策  拓殖大学特任教授、前防衛大臣    森 本  敏 


